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（２）９年間の系統性・連続性のある確かな学びの確立
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（ヒゴタイイングリッシュ・うぶやま学・チャレンジ学習）
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産山村の教育～小中一貫教育を核とした教育力の向上～



１ はじめに

校区の概要と
これまでの本村教育の取り組み



・

熊本県阿蘇郡産山村

（１） 校区の概要





▲熊本県北東部
▲阿蘇外輪より大分県久住山麓
▲標高５９１．２６ｍ（学校）

▲ ６３６（昨年６２１世帯）世帯
人口1,４０１（昨年１４１１人）人

（R５．４．１現在）

※高齢化率 ４３．３％（昨年比＋０．４）

▼村花：ヒゴタイ

▼池山水源（環境省名水百選）

▼一覧三山の台

▲うぶやま牧場

▲阿蘇涅槃像

▲扇田（全国棚田百選）

▲村イメージキャラクター
「うぶちゃん」

産
山
村
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少子化への危機感
このままで推移すると７年後には複式学級
の編制も・・・

移住・定住の促進
現状として、保育園児世帯の１７．４％が
Ｉターン、４３.５％がＵターン。

うぶやまの子育て・教育
のよさや魅力を発信

○ 子育て世代に対する支援の拡充

○ 地域とともにある園・学校の更なる推進
○ 豊かな自然環境を活かした豊富な体

験活動
○ 進んだ教育システムの実践と地域と一
体となっ た学力向上

産山村の重要施策として

教育委員会として

産山村１５歳未満人口推移表

令和５年４月１日現在

年齢
対象人数

（住民基本台
帳数）

児童・園児数 摘 要

０歳 ７名 １名 は な R４生

１歳 ９名 ８名 ほ し R３生

２歳 ７名 ６名 に じ R２生

３歳 ３名 ３名 そ ら R1生

４歳 ２名 ２名 つ き H30生

５歳 ８名 ７名 ひかり H29生

計 ３６名 ２７名

６歳 ８名 ８名 １年生 H28生

７歳 １４名 １４名 ２年生 H27生

８歳 ７名 ７名 ３年生 H26生

９歳 １０名 １０名 ４年生 H25生

１０歳 １３名 １３名 ５年生 H24生

１１歳 ８名 ８名 ６年生 H23生

１２歳 １５名 １４名 ７年生 H22生

１３歳 １０名 ８名 ８年生 H21生

１４歳 １３名 １３名 ９年生 H20生

計 ９８名 ９５名

合計 １３４名 １２２名



▲昭和６３年度からタイ・カセサート校とヒゴタイ交流を開始。
▲平成９～１０年度に生涯学習市町村モデル事業指定により
学社融合事業を展開 。

▲平成１２年度から子どもヘルパー事業を開始・継続中。
▲平成１４年度からわいわいヒゴタイ土曜塾開始（平成１９年
度から放課後子ども教室に移行）。

▲平成１６年度から県下に先駆け２学期制導入。
▲平成１９年度に、村内２小学校（産山北部小学校、 山鹿小）
が統合して産山小学校となり、校舎も中学校舎と併設され、
これを機に小中一貫教育スタート（小中一貫教育特区、
平成２１年度から教育課程特例校） 。

▲平成２１年度から学校支援地域本部事業を展開。
▲平成２１年度にコミュニティースクールの指定、事業展開。
▲平成２２年小中学校全教室に電子黒板等ＩＣＴ器機を導入。
▲平成２３年度から西日本初の土曜授業スタート。

（２）これまでの本村教育の取組①



▲平成２５年度から保育園を教育委員会に移管。
▲平成２７年３月村子ども・子育て支援事業計画（第一期）策定。
▲平成２７年度から「うぶやま夢塾」スタート。
▲平成２８年３月子ども議会での提案がきっかけとなった

うぶやま天文台が開台。
▲平成２８年度から放課後児童クラブを開設。

▲平成３０年度から義務教育学校産山学園としてスタート。
▲令和元年９月 子ども議会での提案がきっかけとなった

｢山鹿川｣名称復元記念式典開催。

▲令和元年１０月うぶやま保育園の保育料完全無償化実施。
▲令和２年度 ギガスクール構想による環境施設整備事業完工

▲令和３年度 産山村教育大綱改定

▲令和４年度 山村留学検討

（２）これまでの本村教育の取組②



これまでの小中一貫校は、小学校６年

間、中学校３年間の修業年限の枠組み
があり、校長も各学校に１人ずつ配置さ
れています。義務教育学校では６－３制
の枠組みがなく、一つの学校として修業
年限が九年間として一貫教育を進めいく
ことになります。

▼義務教育学校に移行することにより、
これまで本村が取り組んできた小中一貫
教育をより充実・発展させることができま
す。また、校長の１人配置、一つの教職
員組織になることにより指導系統が一本
化され、共通指導等がより徹底されます
。さらに、ＰＴＡ組織も一つになり、役員等
を選出しやすくなるとともに行事等の一
本化が図られ、これまで以上にＰＴＡ活動
が活性化し保護者同士のつながりが強
まります。

（２）これまでの本村教育の取組③

◇義務教育学校への移行
の周知（村広報誌から）

◇義務教育学校の本質

○新しい教科の創設が可能
○履修内容の前倒し、後ろ倒しが可能

◇義務教育学校のメリットを
伸ばし、デミリットの克服を

中 1の壁・小中ギャップの緩和・解消 

系統性・連続性を意識した小中一貫教育 

異学年交流による精神的な発達 

継続的な生徒に対する指導  

中学受験で外部に出るのは特殊な事例となる 

小学校卒業の達成感がない 

小 1と中 3は差があり交流に課題がある 

リーダーシップや自主性を養う機会が減る 

人間関係が 9年間固定化しやすい 



２ 本村教育がめざすもの



園・学校，家庭，地域，行政
が連携した教育を目指しま
す。

生涯にわたり生きがいの
ある村づくりを目指します。

◇夢と活力，優しさにあふれた産山村の創造◇

産山村教育大綱 ４つの方向性

産山を誇りに思う人づくり
を目指します。

子供たちに「生きる力」を身
につける教育を目指します。

２ 本村の教育がめざすもの （これまでの取組を踏まえて）



～０歳からの育ちをつなぐ一貫教育を通して～

現代の教育的課題

１ 子どもたちに確かな学力をつける。
２ 郷土を知り、郷土を愛する子どもたちを育てる。
３ 保育園・小学校・中学校の段差を低くして教育効果を上げる。
４ 地域と保育園・学校が協力して、学校教育の充実を図る。

◇人口減少社会における教育の在り様の確立
◇ソサエティー５.０時代に生きる児童生徒に必要な
資質・能力の育成

めざすものは

産山で教育を受けてよかった、
受けさせてよかったと実感できる教育の創造



一 貫 教 育

ローカルオプティマム
産山村の児童生徒に適した教育内容の創造と展開

特色ある教育課程
ヒゴタイイングリッシュ・うぶやま学・チャレンジ学習

系統性・連続性のある
確かな学びの確立ICT教育の推進

コミュニティ・スクール
（地域との連携）

ヒゴタイ交流を核とした
英語教育の充実





３ 取組の概要



３ 取り組みの概要

（１）教育システム（４・３・２制 評価システム 複数指導体制
教科担任制 土曜授業 連携システム）

（２）９年間の系統性・連続性のある確かな学びの確立

（３）特色ある教育課程の編成

ア 「 ヒゴタイイングリッシュ」（ 英会話科・英語科）
イ 「うぶやま学」
ウ 「チャレンジ学習」

（４）ICT教育の推進

（５）地域との連携（コミュニティ・スクール）

（６）教育委員会の取組



1 2 3 4 5 6 7 8 9

教
育
課
程

指
導
計
画
上
の
工
夫

学級・教科担任等の考え方

小学校学習指導要領を準用 中学校学習指導要領を準用

４

１st

３

2nd

２

3rd

前期課程（６年） 後期課程（３年）

一
部 一部教科担任 教科担任制

一部教科担任制特例教科：英会話・う学・C学

１ST 行事 ２nd 行事 ３rd 行事

前期行事

小４ビハインド
抽象的・論理的思考へ

中１ギャツプ
身体的発達・自己肯定感の低下に

小１プロブレム
自覚的な学びへ

・専科指導
・授業交換
・専科＋TT
UDやALの視点での
授業改善には授業準
備の効率化が必要
前提条件としての規
律指導
担任との連携

後期行事

区分による行事の精
選（目的ー内容ー方
法を明確にした活動）

義務教育学校として
の特例

５‐２‐２制→４ - ３ - ２制へ
令和元年度より変更

・専科指導
・専科+TT



▲ ▲ ▲ ▲
Ｐ→Ｄ→   Ｃ・Ａ Ｐ→Ｄ→Ｃ・Ａ Ｐ→Ｄ→Ｃ・Ａ Ｐ→Ｄ→Ｃ・Ａ Ｐ

二学期制によるきめ細かな評価（ＰＤＣＡサイクル）

＜ＰＤＣＡサイクルによる確かな変革＞

◆ 前期前半・後半、後期前半・後半の４つの学びのサイクルを生かした

学校経営

◆ 通知表（あゆみ）による学習の様子等のお知らせ

◆ 学校運営協議会による評価と学校経営の改善

イ 評価システムの構築

１ 学 期 ２ 学 期

10／12



学力向上検証改善サイクル



ウ 複数指導体制

〈英語科・英会話科〉

義務教育学校となり以前は必要だった兼務辞令が不要に

〈算数科〉



英語科 プログラミング教育

理 科

エ 教科担任制

音楽科



土曜授業導入の経緯・・・教育課程編成上の経緯
① 小中一貫教育 特別な教育課程の実施平成１９年 特区認定による
○ 小学校は総合的な学習の時間を中学校は総合的な学習の時間と選択教科等の

「うぶやま時数を０とし、１年生から９年生まで系統的に学ぶ地域学習である
、漢字検定や算数・数学検定にチャレンジする 、１年生学 「チャレンジ学習」 」

「ヒゴタイイングリから９年生まで学ぶ英会話と小６の「英語科」を核とする
を創設。ッシュ」

、 、 、■ 標準的な に対し 本校は７ ８年生は＋３５時間総授業数各学年９８０時間
９年生は＋３０時間を上乗せ。→二学期制のメリットを生かして編制。

② 文科省承認 特別な教育課程平成２１年～平成２２年度 教育課程特例校による
の継続
○ 移行措置を見据えての本校の教育課程の編成

、 、 、■ 標準的な総授業数各学年９８０時間に対し 本校は７ ８年生は＋３５時間
９年生は＋３０時間を上乗せ。→二学期制のメリットを生かして編制。

平成２４年 新学習指導要領全面実施③
○ 文科省承認教育課程特例校による特別な教育課程の継続（ ）変更届
○ 総授業数増加に対応する本校の教育課程の編成

（これまでの特色ある教育課程の積み重ねを損なわないように）
■ 標準的な に対し、本校は７年生は＋５５時間、総授業数各学年１０１５時間

二学期制のメリットと土曜授業実施を生８と９年生は＋３５時間を上乗せ。→
。かして編制

オ 土曜授業の取組



土曜授業実施までの経緯土曜授業導入の経緯・・・
① 平成２２年度から、学校運営協議会等で話題となり、教育委員会と学校で土曜
授業実施について東京都の事例等をもとに研究を始める。県とも合議。

② 平成２３年４月１５日付、 「産山村立小中学校における授業産山村教育長より
の文書を発出。等実施に係る留意点について」

、 、 。③ 平成２３年度は 小学校で年４回 中学校で年１０回の土曜授業の試行を計画

④ 平成２３年４月、小中学校ＰＴＡ総会、学校通信、その他の会合等で保護者、
地域に説明。

⑤ 平成２３年６月１１日、小中学校で第１回の土曜授業を実施。チャレンジ学習
とうぶやま学（子どもヘルパー 、社会教育課より視察、読売新聞より取材。）

熊本県市町村立学校職員の勤務時間及び休日⑥ 平成２５年３月１９日、県より「
休暇に関する条例の施行について →当該土曜日の前８週間、後１６週間」発出。

⑦ 平成２５年度は小学校で年４回、中学校８回実施、平成２６年度は小学校で年
９回、中学校で年１０回実施予定。



平成２３年４月１５日発出文書

「産山村立小中学校における授業等実施に係る留意点について」

基本的な考え方

新学習指導要領の全面実施に向け 「生きる力」の育成や家庭・地域との連携・協力が一層、

求められている中、 、特色ある教育活動や保護者地域住民等に、学校週５日制の趣旨を踏まえ

観点から実施できるものとする。開かれた学校づくりを進める

内 容

( ) 教育課程特例校（小中一貫教育）における特色ある取組に係る授業1

( ) 学校と教育委員会が連携して実施した方が、より教育効果が上がると考えられる授業2

( ) 地域人材を活用するなど、学校と保護者・地域住民等との連携・協力を図ることで、3

より教育効果が上がると考えられる授業

( ) 保護者・地域住民等への教育内容の公開授業4



令和５年度 土曜授業 計画

回 日付 おもな活動

1 5/20 産山学園・校区民合同体育祭

2 7/ 8
授業参観、PTA例会、

救急救命法講習、学級懇談会

3 10/28 校内持久走大会

4 11/11 学習発表会

5 12/ 2 村主催人権集会

6 1/27 祖父母参観

7 3/9 卒業証書授与式



カ 学びをつなぐ連携システム

△保育園との連携
△前期課程での教科担任制
△学園全体の相互共通指導
△授業の複数指導体制
△共通の生徒指導体制
△教職員の研修（研究）

▲入学式

▲卒業式▲学習発表会



△平成２５年度から保育園を福祉部局から教育委員会管轄下に置く。

０歳からの育ちをつなぐ～１５の春を輝かす～

※０歳から中学生までの保護者に配付
▲職員保育体験

▲９年保育実習



保小中一貫プログラム「わくわくキッズデー」年間計画

▲芋苗植え

▲プール遊び・交流

▲新入生体験入学



３ 取組の概要

（２） ９年間の系統性・連続性のある
確かな学びの確立



（ア）９年間の統一学習過程である「産山型学習」

産 山 型 学 習
過 程 学 習 活 動

（ ）○う ～ん ◎ めあて学習課題
をつかむ。今日の

課題は？

◎ 課題解○ぶ つか 一人学習で
決に取り組み、自ってみよう

分の考えを持つ。ひとりで

◎ 、学習○や ろう 学び合って
課題（めあて）を
解決する。みんなで

◎学習したことを振○ま とめ

解決してり返り、
をま振り返ろう 分かったこと

とめよう。



（ア）９年間の統一学習過程である「産山型学習」



産山型学習における指導と評価の一体化

振りかえり
根拠を明確にして自分の考えを発信

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
的
思
考
を
促
す



振り返りの工夫



（イ）保、学園の学びをつなぐ「家庭学習の手引き」

産山村家庭学習の手引き
「０歳から１５歳までの家庭学習」

（産山村教育研究会・産山村教育委員会作成）

＜主な内容＞
○各学年における家庭学習習慣化
のめあてとポイント

○ 学習時間のめやす
○ 家庭学習の内容と方法



（イ）学びをつなぐ「家庭学習の手引き」

「家庭学習ガイドライン」（後期）



R4産山学園の研究
～テーマ（２年次）～

「主体的に学習に取り組み、考えを深める授業の創造」

仮説：うぶやま型学習をもとに、根拠を明確にした自分の考え
をもたせ、それらを表現し合う活動を設定することで、主体的
に学習に取り組み、考えを深めることができるであろう。

視点１：思考ツールの効果的活用
視点２：ＩＣＴ機器の効果的活用
視点３：書く活動の工夫

（ウ）















クラゲチャート



フィッシュボーン





ロイロノートの思考ツール ＆ Formsアンケート



ミニ（見に）授業参観の取組



３ 取組の概要

（３） 特色ある教育課程



( ア ) ヒゴタイイングリッシュ
【ヒゴタイ交流を核とした英語教育】

（ 英会話科・英語科）

１ステージ ２ステージ ３ステージ

１ 年 ２ 年 ３ 年 ４ 年 ５ 年 ６ 年 ７ 年 ８ 年 ９ 年

英会話科 ２０ ２０ ２０ ２０ ３５ ３５ ３５ ３５ ３５

外国語活動

英語科

３５ ３５ ７０ ７０ １４０ １４０ １４０

うぶやま学
３４ ３５ ４５ ４５ ４５ ４５ ４５ ４５ ４５

チャレンジ学習 ３５ ３５ ３５ ３５ ３５ ３５ ３５

学年

教科等

（3） 特色ある教育課程の編成

教育課程の編成（令和５年度）



ヒゴタイイングリッシュ科

英語科 英会話科

「読む」「聞く」「話す」「書く」の確かな習得



ヒゴタイイングリッシュ創設の背景となった

タイとの国際交流『ヒゴタイ交流』

ヒゴタイ交流とは昭和６３年度(１９８８年）より
産山村と中学校が一体となり始められたタイ王
国立カセサート大学付属中学校との交流（通称
ヒゴタイ交流）である。
「ヒゴタイ」とは村花のヒゴタイと「肥後（熊本）
とタイ」を掛けた名前である。

村花：ヒゴタイ



「村独自の誇りある教育を」という思い

村内に建設中のダムで技術を学んでいた、東南アジアの研修
生を産山中に招き、講演会などを開き国際理解教育。

農水省の職員に「身近なアジアの国と交流を始めたい」と打診

同省から国際協力事業団（現国際協力機構）に出向しタイに
滞在中だった同僚にカセサート校を紹介される

昭和６３年７月に協定書（題名「カセサート大学付属校及び
産山村・産山中学校間の姉妹校交流に関する議事録」）を締結

経緯



相互理解や国際親善という目的を十分に果たしている。

国
際
交
流





タイ王国への派遣の様子

夏季休業中の３週間、４名の生徒を派遣 ホームステイをし
ながら、カセサート大学付属中学校で学校生活を送り交流

R１



産山学園生のタイでの様子





タイ王国からの受入れの様子

通常、９月～１０月の３週間、４名のカセサート校交流生を受入れ、
ホームステイをしながら産山学園で学校生活を送り交流を深める。

R１



○ 平成２９年秋、受入れ３０周年の節目を迎え、日タイ修好１３０周

年記念事業として歓迎式典を実施（１０月１６日）

ヒゴタイイングリッシュ 各教科の授業

英語力を発揮しながら国際理解を深める



ヒゴタイ交流の成果



オンライン交流
THE ONLINE MEETING 

令和３年度 令和４年度



ヒゴタイ交流再開に向けての訪タイ
VISIT ＴＨＡILAND TO RESUME THE PROGRAM

令和４年１２月



ヒゴタイ交流再開に向けて タイから訪問団
令和５年４月１４日



教育課程の編成（令和５年度）

(3)特色ある教育課程の編成

(イ)うぶやま学

ステージ
学年

教科など

１ｓｔステージ ２ndステージ ３ｒｄステージ

1年 2年 3年 4年 5年 6年 7年 8年 9年

英会話科 ２０ ２０ ２０ ２０ ３５ ３５ ３５ ３５ ３５

英語科 ７０ ７０ １４０ １４０ １４０

うぶやま学 ３４ ３５ ４５ ４５ ４５ ４５ ４５ ４５ ４５

チャレンジ学習 ２５ ２５ ２５ ２５ ２５ ２５ ２５



地域との連携や地域人材の活用を通して、体験
活動を重視した学習を展開し、子どもたちの心を
豊かにするとともに、「産山」に誇りを持ち、将来の
自己の生き方を考えていく学習



生活科 総合的な学習の時間

産山に誇りを持ち、自分の生き方を考える

○計画実行能力○コミュニケーション

能力

○情報活用能力○課題解決能力

う ぶ や ま 学

（地域人材の活用・関係機関との連携）▲学校支援地域本部事業

身につけさせたい力

体
験
活
動

地域力



令和4年度 「うぶやま学」年間指導計画



茶摘み

中学生「子ども議会」 ※村議員等を前に提案中学生「子ども議会」 ※村議員等を前に提案

田植え

子どもヘルパー活動（オンラインで実施）



子ども議会



産山天文台 あの夢が現実に！

うぶやま天文台：産山村成人式



山鹿川」への河川名復元
 平成３０年２月２日の「子ども議会」において、産山中学校（現産山学園）の

最後の卒業生である先輩達が、「玉来川は、かつて山鹿川と呼ばれており、古
くから親しまれている産山にゆかりのある『山鹿川』の名称に変更できないも
のだろうか」と提案しました。程なく、先輩達の故郷を思う提案に賛同した村
民の方々は「産山村の山鹿川を考える会」を立ち上げ、名称復元の署名活動を
展開し、村と村議会は、県知事や九州地方整備局長、県議会議長に要望書を提
出しました。そしてついに、国土交通省社会資本整備審議会で審議され、令和
元年７月５日、官報にて正式に「玉来川」から「山鹿川」に名称復元すること
が認可されました。産山を愛し、産山を誇りに思う子ども達の思いが実現した
のです。



教育課程の編成（R５年度）

１ステージ ２ステージ ３ステージ

１ 年 ２ 年 ３年 ４ 年 ５ 年 ６ 年 中 １ 中 ２ 中 ３

英会話科 ２０ ２０ ２０ ２０ ３５ ３５ ３５ ３５ ３５

英語科 ３５ ３５ ７０ ７０ １４０ １４０ １４０

うぶやま学 ３４ ３５ ４５ ４５ ４５ ４５ ４５ ４５ ４５

チャレンジ学習 ２５ ２５ ２５ ２５ ２５ ２５ ２５

（３）特色ある教育課程の編成

学年

教科等

(ウ)チャレンジ学習



△児童・生徒が自分で目標を設定

△複数の教員できめ細やかな指導

各種検定へチャレンジ

国語（漢字） 算数・数学

○基礎基本の定着

○発展的学習

○学習意欲の喚起

○個々の力を伸ばす

通称「うぶチャレ」

※職員による複数指導体制
各種検定＝英検、漢検、数検

英語検定受検

チャレンジ学習

※英検は、３～５年はジュニア英検、６年から英検５級を受検している。
※村助成により、各検定は１～６年1,500円 / 年、７～９年2,300円 / 年の負担で何回
も受検できる。

英語

通称「チャレ学」



学 年 ～６級 ５級 ４級 ３級 準２級 ２級 準１級

漢字

７年生
（８名）

３ ２ ２ １

８年生
（１３名）

３ ２ ３ ４ １

９年生
（１５名）

３ ２ ３ ６ １

数学

７年生
（８名）

３ ５

８年生
（１３名）

２ ３ ７ １

９年生
（１５名）

２ ２ ４ ７

英語

７年生
（８名）

２ ２ ２

８年生
（１３名）

３ ３ ５ ２

９年生
（１５名）

１ ５ ６ ３

令和４年度 各種検定取得状況（３月末現在）



５８．３％ ５８．３％ ６６．７％ ６０．０％

９年生の３級以上取得率



平成２７年度英語検定

「優秀団体賞」受賞

産山小・中学校のチャレンジが認められる。

平成２８年３月



平成２８年度英語検定

「米国大使賞」受賞

平成２９年３月



３ 取組の概要

（４） ICT教育の推進



産山学園のＩＣＴ環境（Ｒ５年４月現在）

＊「GIGAスクール構想」実現のため、学園生1 人1 台の
ノートPC と高速大容量
通信ネットワーク環境を校内に整備

＊教師用デジタル教科書、学習者用デジタル教科書
＊SkyMenu、ロイロノート、ｅライブラリ
（前期課程はこれに加えて問題データベースタブレット
ドリル、小学館デジタルドリルシステム）

＊各教室に電子黒板、 実物投影機、電子黒板用ＰＣ
＊校務用ＰＣ 教員１人１台
＊１、２年教室にApple TV 

＊特別支援教室にiPad



平成２８年３月３１日

学校情報化優良校認定

ＪＡＥＴ（日本教育工学協会）の認定

平成２８年１０月１５日

学校情報化先進地域認定



産山学園のプログラミング学習







MESHを使った理科の授業
【６年生、電気の有効活用】

『電気をより効率的に使用するためには、どうし
たらよいか？』という問題を解決する過程で、プロ
グラミングが可能なスイッチを用いて電気を有効
活用するしくみを実際にプログラミングする。

Ａ





Ｓｃｒａｔｃｈを使った算数の授業
【５年生Ｂ図形（１）多角形】

辺の数と回す角度の関係に着目させ，三角形と
四角形を描くプログラムを作成する。

Ａ



Ｓｃｒａｔｃｈを使った算数の授業
【５年生Ａ数と計算（１）整数の性質】

３の倍数と４の倍数を見つけ、
倍数が見つかると、視覚的に
変化が見えるプログラムを
作成する。

Ａ



プロロボを使った算数の授業
【５年生、単位量あたりの大きさ】

プログラムで車型ロボット（プロロボ）を動かし、
「１秒あたりの移動距離」を求める。それをもとに
、４５ｃｍや７５ｃｍの移動に
かかる時間を計算で求める。
計算で求めた時間をプログ
ラムに入力してロボットを動
かすことで、正しい答えであ
るかどうかを確かめることが
できる。

Ｂ







産山学園のプログラミング学習の時数

学年 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

時数 ３ ３ ３ ３ ５ ５ ５ ５ ５

生活 生活 Ｃ学 C学 C学 C学 技家 技家 技家

Ｃ



１年 アルゴロジック
さわるとニャーゲーム制作

２年 サイタサイタの演奏
３年 PCのキーボードを音楽のキーボードにする

サッカーゲーム制作
４年 宇宙船ゲームの制作
５年 ドローン、(micro:bit)、デジタル時計
６年 ドローン、(micro:bit)、ストップウォッチ
７８９年
Arduino、100V家電制御、モーター制御



産山学園のプログラミング学習

・１～２年生：生活科
・３～６年生：チャレンジ学習

の時間内で行う

Ｃ



産山学園のプログラミング学習

・７～９年生：技術・家庭
の時間内で行う

Ａ



１年 アルゴロジック
さわるとニャーゲーム制作



２年 サイタサイタの演奏



３年 PCのキーボードを音楽のキーボードにする
サッカーゲーム制作



４年 宇宙船ゲームの制作



５年 ドローン、(micro:bit)、デジタル時計



６年 ドローン、(micro:bit)、ストップウォッチ



７８９年
Arduino、100V家電制御、モーター制御



３ 取組の概要

（５） 地域との連携
（コミュニティ・スクール）



われら学校応援隊

それぞれの地域の応援隊が「学校運営協議会」を支える。

◆文化・安全コミュニティ（伝え隊）
産山村の伝統文化を守り伝えていく

心を養い、産山村の地域安全を守る活
動を通して、産山を愛する心を育てる
ための支援を行う。

◆学習支援コミュニティ（学び隊）
環境学習や食育や地域学習の支援

を行ったり、読書に親しむ態度を育
てたりする支援を行う。

◆交流コミュニティ（広げ隊）
交流活動を通して、他地域や他国の

文化や伝統を理解し心の交流を深め、
国際社会の一員としての自覚と故郷「
産山」や日本の文化伝統を深く学ぶ場
とするための支援を行う。

◆体験コミュニティ（暮らし隊）
体験を通して、福祉や将来の進路

に関心をもち、自分たちの暮らしや
生き方を考えるための支援を行う。

（４） 地域との連携（コミュニティ・スクール）

○ 平成２２年３月、学校運営協議会が設立される。
○ 学校支援地域本部事業（３０年度から地域学校協働本部事業）
とタイアップして、「われら学校の応援隊」というコンセプトの
もと産山小中学校コミュニティ・スクールが立ち上げられた。



基本コンセプト：「我ら学校応援隊」コミュニティ・スクール

学校運営協議会事務局

学 校 運 営 協 議 会
＜構成＞◇各コミュニティ代表４名 ◇各行政機関代表 ◇保護者代表１名

◇学識経験者 ◇学校長・副校長・教頭１名 ◇教育委員会が必要と認める者若
干名

産山村地域学校協働本部コーディネーター

産山村地域学校協働本部

文化・安全
コミュニティ
（伝え隊）

産山村の伝統・文化を
守り伝えていく心を養い、
産山村の地域安全を守
る活動を通して、産山を
愛する心を育てるための
支援
◆ヒゴタイ太鼓
◆浦安の舞
◆少年消防隊
◆登校安全

体験コミュニティ
（暮らし隊）
体験を通して、福祉

や将来の進路に関心を
持ち、自分たちの暮ら
しや生き方を考えるた
めの支援
◆子どもヘルパー活動
◆福祉体験活動
◆学びの森活動
◆職場体験学習

◆農業体験学習

交流コミュニティ
（広げ隊）
交流活動を通して、

他地域や他国の文化や
伝統を理解し、国際社
会の一員としての自覚と、
ふるさと「産山」や日本
の文化・伝統を学ぶ場
の支援
◆ヒゴタイ交流
◆海山交流
◆国際理解教育

学習支援
コミュニティ
（学び隊）
環境、食育、地域等

に関する学習を支援し
たり、読書に親しむ態
度を育てたりするため
の支援
◆地域学習
◆環境学習
◆子ども議会
◆食育
◆読み聞かせ



△他の地域や郷土の文化・伝統の理解
△産山や日本の文化・伝統を学ぶ。

交流コミュニティ（広げ隊）

ヒゴタイ交流

郷土料理教室

海山交流



△福祉や将来の進路に関する体験活動
△自分たちの暮らしや生き方を考える。

体験コミュニティ（暮らし隊）

子どもヘルパー

農業体験

職場体験

福祉体験



文化・安全コミュニティ（伝え隊）

△産山村の伝統・文化を守り伝える。
△地域の安全を守る。

少年消防隊 安全指導

ヒゴタイ太鼓 浦安の舞 ソーラン節



学習支援コミュニティ（学び隊）

△環境、食育、地域等に関する学習
△読書に親しむ態度を育てるための活動

子ども議会 地域学習

親子すくすくツアー 読み聞かせ



平成２８年度 学校支援活動実績

教科等 国語 算数 社会 音楽 体育 生活 道徳 う学 読み聞かせ 部活動 環境整備等 合計

事業数 3 3 1 2 13 3 5 44 41 17 33 165
人数 15 7 1 3 13 11 7 208 211 22 92 590

平成２７年１２月、本村の学校支
援活動が認められ文部科学大
臣賞を受賞する。



３ 取組の概要

（６） 教育委員会の取組



教育に地域格差があってはならない

うぶやま夢塾

９年生実力テストの実施について

産山中学校生と・保護者の皆様へ
平成２８年１２月１６日

今回、夢塾では民間の学習塾と提携して実力テストを実施します。自分の
習熟度を確認できるとともに、今後の進学を見据えた参考にもなるので、
積極的に受検してください。

受検を希望する生徒は、下記申込に必要事項を記入の上、１２月２１日
(水）までに、受検費用と一緒に学校又は教育委員会に提出してください。

１ 場所 メディアセンター
２ 対象 ９年生
３ 日時 平成２９年１月５日(木)９：００～
４ 教科 ５教科（国・数・理・社・英）
５ 費用 １，０００円 ※受検料は２，５００円ですが、差額は村が助成し

ます。

※民間の塾と提携

（ア）学力向上への取組

 

           平成２9 年７月７日 

産山中学校生徒・保護者の皆様へ 

産山村教育委員会 

今年も「うぶやま夢塾」を開講します。これは、学力向上の取組の一つとして学習の基礎・基

本の定着やスキルアップが目的です。 

夏休みから開講し、計画的に学習の場を提供していきます。日程等については下記をご覧くだ

さい。 

希望する生徒は、別紙の申込書を７月１４日(金)までに、学校または教育委員会に提出してくだ

さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

う ぶ や ま 夢 塾 実 施 予 定 表（自宅控） 

日  時 参加 日  時 参加 日  時 参加 

７月２４日（月）  ８月 １日（火）  １６日（水）  

  ２５日（火）     ２日（水）   １７日（木）  

  ２６日（水）     ３日（木）   １８日（金）  

  ２７日（木）     ８日（火）   ２１日（月）  

２８日（金）  ９日（水）    

  ３１日（月）    １０日（木）    

 

１ 主  催  産山村教育委員会 

２ 場  所  各教室・産山村基幹集落センター 

３ 対  象  ７～９年生 

４ 実施期間  夏休み期間中  午後 1 時～３時 

５ 実施回数  夏休み２０回程度 

６ 教  科  ５教科を中心に学習 

７ 学習内容  学校の教材を中心に個別学習 

８ 講  師  学習支援員（教員ＯＢ、大学生等） 

９ 費  用  なし 

10 送  迎  スクールバス等を運行します。 

11 そ の 他  学校行事が予定されているときは、そちらが優先です。 

『うぶやま  塾』夏期受講生募集  



うぶやま夢塾
大学生が講師



イ 放課後子供教室と放課後児童クラブ

▽日本名水そうめん流し ※池山水源

△木工おもちゃ制作
※ホンダ技研熊本の協力△そろばん教室 ※３年生

放課後児童クラブ

※平成２８年４月開所

△リグラスアート制作

△役場探検 ※村長室訪
問



▲一人暮らし高齢者宅訪問

▲サロン活動

ウ 関係行政部局との連携･協働

▲介護サポーター研修

▲ヘルパー任命式

子どもヘルパー活動
※社会福祉協議会と連携して
平成１２年度から開始

2016ボランティア・スピリッツ賞

「コミュニティ賞」受賞



▲夢の「赤牛ステーキ」給食

▲保育園ヒップホップダンス
※練習時専門家招へい

▲クルーズトレイン「ななつ星 in 九州」のクルーによるテーブルマナー教室 ※９年生うぶやま学

エ その他の特色ある取組

▼教育委員会主催
わくわく土曜塾『釣り教室』

（）

▲平成28年12月23日地元紙記事



産山で教育を受けてよかったと
実感できる教育の創造

ご清聴ありがとうございました。


